
競争が激化している光伝送装置分
野で勝ち残るには納期厳守が絶対
条件

富士通株式会社フォトニクス事業本部
ソフトウェア開発部は、富士通グループ
の主力商品の一つである、光伝送装置
の組込みソフトウェア開発を行っている。
市場は主に北米などの海外諸国である
が、中国企業の急成長に伴い短納期・
低価格の競争時代に突入した。
光伝送装置のソフトウェア開発プロジ

ェクトは、メジャーバージョンアップで期
間が約9ヶ月と年々短くなってきており、
協力会社メンバーを含めて総勢約 60
名をマネジメントする必要がある。国内
2 拠点、海外 3 拠点と共同開発するな
どコミュニケーションの制約も大きい。
大規模プロジェクトは納期が遅れたとき
のマイナスインパクトが非常に大きく、
絶対失敗が許されない環境だ。納期が遅
れそうになると残業・休日出勤は日常と
なり、そこに仕様変更まで入ってくれば、
現場は混乱しつつも徹夜してでも仕上
げるしかない。
過去に著名なプロジェクト管理ソフト

を導入しプロセスの標準化に成功したソ
フトウェア開発部では、更なる納期短縮
を目指して CCPM への取り組みを開始
した。
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小規模プロジェクトから大規模プロジェクトへの挑戦
～海外との短納期・低価格勝負に、ＣＣＰＭで挑み続ける～
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「とにかく、やってみるか！」

2007 年秋に CCPM を知ったソフト
ウェア開発部プロジェクト課長 守澤氏、
同プロジェクト課長 秦氏を中心とするメ
ンバーは、早速CCPM検討会を立ち上
げ「とにかく、ツールを使ってやってみる
か！」との合意を得た。
ところが最初の適用プロジェクトで挫折
を味わってしまう。ABP（※）による作業
見積もりに対する、現場の反発が強かっ
たためである。
　しかしCCPM検討会は諦めなかった。
2008 年初頭までの 3ヶ月間、毎週検
討会を開き作戦を練ると共に、プロジェ
クトへの CCPM 適用を継続したのであ
る。

※ Aggressive But Possible：積極的に頑張れ
ばやれる日数

中小規模プロジェクトへのCCPM導入では「遅れが早期に分かる」「先々を見越した手が打てる」な
ど確かな手ごたえを感じたが、大規模プロジェクトは一筋縄ではいかない。
決して諦めない活動の原動力は、市場制約による危機感の共有と、中長期的なカイゼン目標の明確
化である。
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中規模プロジェクトの進捗傾向グラフ

守澤課長（左）と横山氏（右）

まず大きなプロジェクトの一部（予定
期間2ヶ月）に適用し、2週間前倒しす
るという効果を上げた。更に小規模プロ
ジェクトへの適用を続けつつ、中規模プ
ロジェクト（予定期間半年）にも適用を広
げ、納期を守り成功した。
　中規模プロジェクトのリーダーを勤め
た横山氏はこう語る。『中規模のプロジェ
クトリーダーは初めてだったが、CCPM
は自分に合っていると思った。』『作業の
プライオリティが明確になった。』『メンバ
ーには CCPM 工程表を積極的に見せ
なかったが、却って雰囲気は良かった。』 
『先々を見越して作戦を立てることがで
きた。』
同プロジェクトサブリーダーの長野氏は
こう振返る。『遅れた時の後続タスクへの
影響度が分かるのが良かった。』『判断と
対処が早くなった。』CCPM検討会での
作戦が功を奏した結果だ。

富士通グループの主力商品の一角を担う
光伝送システム
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次なる挑戦と試行錯誤

挑戦はこれで終わったわけではない。
小規模・中規模プロジェクトへの
CCPM 導入は、あくまで入り口であり、
大規模プロジェクトへの全面適用で成功
してこそ、「これは使える！」という証明に
なるからである。
　秦課長をプロジェクトマネージャーと
する大規模プロジェクトへの CCPM 導
入を始めたのは、2008 年冬のことで
ある。計画作成は難航した。メジャーバー
ジョンアップともなるとタスク数はWBS
ベースで200 以上にのぼり、チームも
機能単位に 8 つに分割する必要があっ
たからである。
　CCPM 初挑戦となる計画責任者、嘉
藤氏は悩んだ。まずは機能別にネットワ
ーク図と工程表を作成し、後で工程表を
結合する方式を採用した。しかし「山崩し
（リソースの重複を回避するために均等
化すること）」を行うといくら頑張っても
納期に間に合わないというジレンマを抱
えてしまった。
　大規模プロジェクトにおけるリソース
の負荷分散には 2 種類の方法があり、
「山崩し」はその1つに過ぎない。

60 名ものリソースをコンピュータ任せ
に山崩ししてしまうと、計画が大幅に間延
びしてしまい収拾がつかなくなる。この
場合は無理に山崩しせず、リソースが重
複する都度プロジェクトマネージャーが
どのチームのどのタスクを優先するかを
意思決定する方法（フレックス法とも呼
ぶ）を採ると良い。フレックス法の採用に
より、ほとんどの機能は順調に計画作成
できたが、1 機能だけどうしても納期内
に収まらない。今回はあえて最初から赤
バッファスタートとし、『如何にしてバッフ
ァを回復するか』に挑戦することにした。
　赤バッファスタートによってチームの
モチベーションが低下する危険性もあっ
たが、詳細が明確になったタスクの見積
もり精度を上げ、こまめにリスケジューリ
ングを繰り返すなど、粘り強くチャレンジ
している。

将来の本格導入に向けての作戦

フォトニクス事業本部では、ソフトウェ
ア開発部のみに CCPM を導入してお
り、ハードウェア開発部門、装置まとめ部
門への展開には至っていない。他部門を
巻き込んで CCPM を実践することによ
り、納期遵守率／短縮率が格段に向上す
ることは明らかであり、CCPM検討会も
それを期待しているのであるが、CCPM
は「広がりにくい」という最大の欠点を持
つ。CCPM 検討会では普及に向けて次
の施策を計画し、実行中である。
同様の悩みを抱える方々は、是非参考

にされたい。

①導入事例の収集・発表
小規模～大規模プロジェクトの CCPM
導入事例を収集し、その効果と改善点に
ついて事業本部全体にプレゼンテーショ
ンをおこなった。

②草の根活動
TOC/CCPM スペシャリスト（ゴール・
システム・コンサルタント認定資格）を
取得し、現場レベルでの普及活動に努め
ている。

③海外展開
海外グループ企業に CCPM を導入中
で、順調に事例も増えつつある。国内外
での事例は今後の普及活動の大きな武
器になるであろう。

④協力部署の巻き込み
CCPMの普及活動には、CCPMに理解
を示す他部署との連携が欠かせない。地
道な活動だが徐々に効果を上げつつあ
る。
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長野氏（左）と秦課長（右）

富士通株式会社

http://jp.fujitsu.com/

● 所在地：神奈川県川崎市中原区上小田中4-1-1
● 設 立：1935年6月20日
● 資本金：3246億2507万5685円（2008年8月末現在）

● 従業員：単独:   26,351名
　　　　　 連結: 175,422名（2008年9月20日現在）

富士通グループは IT 分野において、最先端かつ高
性能、高品質を備えた強いテクノロジーをベース
に、品質の高いプロダクト、電子デバイスおよびこ
れらを活用した各種サービスの提供によるトータ
ルソリューションを提供しています。また、製品やサ
ービスの提供にとどまらず、お客様を真に理解し、
お客様にとってかけがえのないパートナーとなる
ことを目指しています。
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CCPMソフトウェア

東京都新宿区西新宿7-2-4　新宿喜楓ビル7階
TEL : 03-5348-3596
E-mail : info-ccpm@beingcorp.co.jp

http://www.toc-ccpm.net


